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岩 与式 =足

(2) 与 式 = 7 - 20
= 一 13
m

(3) 5 式 =
9 (xty ) + 4 (x - y )

36

=
9x + 9 y 44 x - 4 Y

36

=

13 x t 5Y

(4) 5 式
barxgabs

arb 2

= - 54amm

( 5) 与 式 = 9x - 1 - 5x +35
= 9x

2
- 5x + 34
mmn

(6) 与式 = 3Z + 4枚
= 7政
～

必 生 ☆主 =興 = 3B



② 5 x + 18 = 6 - x

⇐ 5x tx = 6 - 18

⇐ 6 x = - 12

: . x =
-

mun

(2) 解 の 公式 より

x =
- 7 ±√ 72 - 4 × 4 × 2

2 × 4
ー

=器
13)

∴
ー -ーー

: ×
品

” ) ⑦円柱
… … ……

1
3cm

y m｡
求 める 体積
= 3 × 3 ×π× 2 ← ( 3 × 3岡柱-

3 × 3 ×π X 1 × 5 )

= 18π t 9π - 3 π

= 24π cm
㎥

～



(4) 箱 から 玉 を 取 る 方法 は 3 通り ､袋 から 玉 を

取 る 方法は 5 通 りなので ､ 玉 の 取 り 出 し 方 は
3 × 5 = 15 通 り
mm

箱 から A を 取 り 出 したとき ､ 袋 から 取り 出 した
玉 が 6 の 倍数 となるのは ､ ⑥ の 1通
箱 から B を 取 り 出 したとき ､ 袋 から 取り 出 した
玉 が 6 の 倍数 となるのは20?2通
箱 から C を 取 り 出 したとき ､ 袋 から 取り 出 した
玉 が 6 の 倍数 となるのは､通り~
よって 袋 から 取 り 出 した 玉 が 6 の 倍数 となるのは

1 け 2 ← 1 = 4通り
mn

したがって 求 める確率 は急
(5) ① 線分 AB の 垂直二等分線

B を描 く0

⇒ この 直線上 は
､ A .

Bし からの距離 が 等 しい

e

卞

.
P ② 垂直二等分線 とC

の 交点が P



‰
1

2 4 6

3 5 7 9 11

4 6 8 10 1214 16

5 7 9 11 13 15 17 19 21
ー

6 8 10 121 16 18 2022 24 26

上国 より ｢ I0 の 十字｣ の 和 は
10 t い t 13 t 15 t 16 →点

② 規則性から
⑨ = n + 3

n

③ = ⑨ - 2
⑦ ⑨ 西

= n t 3 -2国
= n 1

⑦ = ⑨ + 2

= n t 3 ± 2

= n +5

② = ⑨ t 3
= の t 3 t 3

= n t 6

よって ｢
n の 十字｣ の 合計 は

n +基 +い 誓 +い 築 =5
n +15 …
m



( 7 )

①
Y 軸 の 正 の 方向 に

平行移動 するためには
⑩

↑ Y切版 Y切片 の 値 を 大 きく
⑨
が 大きい すれば 良 いよって

b の 値 を 大きく
～

する
ゥ

② y = 3x + 1 と a - xt 3 の 交点は ､ これらの
連立方程式 を 解 けば 良 い Y = 3xt 1 を

Y ≡ - xt 3 に 代入 すると ､
3xt 1 = - x t3

⇒ 4x = 2

: : x
=

王

x = 上 を Y = - x + 3 に代入 して

y ≡ 一 ≠+ 3
= 5 : :交点 ( ≠ , 5
)

この 交点 が Y = xtb を 通れば 良 いので

5 = ≠ tb :
: b =品



表 から 15 日以上20日未満 の度数は 4 回
なので ､相対度数 は

= 畿
また ､

20目末満 の 度数 の 合計 は

｢ 器器議｡ = 30

よって 20 日未満 の 累積相対度数 は

発 = 0 . 75
mp

(2 ) 箱 の 位置が 右 にあるほど 猛暑日 の 日数 が
多い

③ : 1 期 と上期 では 2期 の 方 が 右 にあるので
正 しい

⑨ :
丘期 と世期 では 期期 の 方 が 右 にあるので
正 しい

ウ : 耳期と IV期では ､ 耳期 の 方 が 右 にあるので

誤 り

(3) 表 から 40目以上 の 猛暑目 は 2 回あり ､
箱 ひげ 国 の最大値から 丘期 と IV期 が
該当 する



したがって ､ 猛暑日 の 日数 が 40 日以上 の 2 回 は

丘期 と IV期 の 1 回 ずつであり 表 から 30 日

以上 40 日未満 となった年 は 1 回 もないから ､

彔
① OBCD な直角 =等辺三角形

より BD = CD よって
BD = 4 cm

また F は CD の 中

点 だから
ー 4 FD = 2cm

.
0 BFD で 三平方 の 定理 よりー

2

@
F BF =142

+

=√ 16 + 4
ー

d
= 2√5 cm =√20 = 2万
mm

② 三角 ず ABCD

= 上 × 4 × 4
～

oBCD “
×

\

2 : 05
cm

㎥ Bcp

=
8 c㎡

,
oBFD

2
√
F

｢
= 五 × 2 × 4 = 4 c㎡ より

0 BCF = 8 -点 = 4 cm ㎡
m

OBCD OBFD



また E は A C の 中点, F は CD の 中点 だから
中点連結定理 より

E F =≠ AD

=≠ × 4

= 2 cm

よって ､ 三角 すい EBCF は

4 ×2 × 子 =5
BCF EF

三角 すい EBCF の 体積 は ､ 三角 す ABCD の

体積 の X 倍 とすると

38 =××③2

⇒ 32 × = 8

メ = 女 :上億
(別解 )
OBCF は OBCD の 五倍 ､

EF は AD の五倍
だから

｡ 体積 は 土 × ≠ = 4乳 となる



(2 )

①
BP と PE の 長 さの 和 が最小

\ となるのは
､
BE上 に P がある

とき ( B
.

P
.
E が 同一線分上 に

4 あるとき ) である

ー
4 × CDYEG となるように AD エ

℃
2 に G をと(① ”シーシ …G 4

O AGE と OADC において
j②

① 丘凶 CD 1 EG より 同位角 が等 しい

ので

LAGE = LADC ー③
LAEG = LACD ー⑨
⑦⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しいので

DAGESOADC 対応する 辺の 比 は 等 しいから ､
GE=器 E X 巨 は AC の 中点

なので AE = ECC
⇒ 2GE = 4 .

: GE = 2cmmmmmm

また
､

AG:器術く

⇐ 2 A G = 4 : . AG = 2 cm

よって D=AD - AG= 4 - 2 = 2cm
m



O BPD C OB EG において

\ CD / EG より 同位 角 が
等 しいので

4 < BPD = LBEG ー回
LBDP = LBGE ー国

%
､ ⑦

､
② より 2組 の 角 がそれぞれ

2 等 しいので
､

OBPD ∞ OBEG
……G 対応 する辺 の 比は 等 しいから

PD:
=

“ BG6
よって

PD : 2 = 2 = 3

⇒ 3 PD = 4 :
: PD =emmm

②

Q
ピ

P



まず 角 すい EABD の 体積 を 求める
｡

三角 すい EBCD

= 4 × 4～
OBCD
“ き

1 =号 cm
㎥

逑 三角 すい ABCD= c㎥ より
角す EABD =③ 2一 ⑤=

m

三角すい
角

すい
ABCD EBCD

三角 すい EQCP = 上 ×
角ずい EABD より

三角 すい EQCP = 上 ×⑤=⑤c㎥ ⑦

また
､
OCPQ を 底面

､
EF を

高 さとすると
角すい EQCP = OCPQ × EF +す

=0CPQ × 2 ×5
1

sp
= ③× OCPQ

ー θ



⑦ = ⑩ より

8 =③× oCPQ
⇐ 8 = 2 × OCPQ

したがって OCPQ の面積
” OCPQ =

4 が 4c ㎡ となれば
良べー

Q から CD に乗線 を 下ろした 足を

\ H とする ｡(2 ) ① より PD
=

4
cm

Q

4 だから

羹 CP = 4 一 ⑤
\ 告)
\
秀 % =季 cm

よって

OCPQ =⑤× QHX 上
= 4 QH

⑦ より OCPQ = 4 だから

4 = 4 QH

: :QHn = B × 4

= 3cm
m



0 Q C 1 と O BCD において

可
QH 11 BD より同位角 が
等 しいので

4 LCHQ = LCDB ー 国｢
して

LCQH = LCBD ー⑨
国

､
⑨ より 2組 の 角 がそれぞれ

等しいので ､ ん QCH ∞ LBCD
対応 する 辺 の 比 は等 しいので
QC :BCNEQH -BD

したがって ､ BQ : QC = 1 に
3~

問 点 A はに 出x 上 にあり x =4 だから

Y = 女 × 42

= 井 × 16

= 4 : : Y =
4m

(2) 点 B は =④ビ上 にあり Y 二 9 だから

9 = 出 x三

② x= 36 i . x ニエ 6

点 B の x 座標 は 負 だから x = ー 6
m



(3) 直線 AB の 式 を Y = axtb とおくと
､
A ( 4 , 4 )

B - 6
,
9 ) を通 るから
4 = 4atb ー①

_ ) 9 = - 6atb ー②
-5 = 1 Oa

:
. a = -上

a = 一王 を ① に代入 して

4 = 4 × (- 王 ) tb : b = 6

よって Y = - ≠ xt 6
mmmn

(4 )

P の x 座標を S とすると ､

P は 牡出x 上 にある
から

｡

Q
Y =土 S 2

≡

℃ P : P ( si4symmn
R
"

Q は 直線 AB : Y = - Ixt 6 上 にあり
､

Q の x座標
と P の x 座標 は 等 しいから



y = ー ≠ s + 6 ∴ Q ( S
,

-≠st6lmmmuw

R の x座標 と Pnx座標 は 等 しく R は x軸上の

点 だから R 180mmm

よって
QP = Q の Y 座標 _ Pnx座標

= -王S + 6 一出 S2
= -42 - ≠ s + 6 ー①

PR = P の Y 座標 - R の Y 座標
= ≠§ 2 - 0
= 母ぷー ②

QP = PR より ① =② だから

一 4- 上s + 6 = 女2
⇒ -S

2
- 2S t 12 - S

2
= 0

⇒ 282 - 2 s + 12 = 0
⇒ S

2
- S t 6 = 0

⇒ ( St 2 ) (S - 3 ) = 0

.

: S = - 2
,
3

P は 牡 4 x上の 0 ,
A
の 間 にあるから､ S 70

よって Pax 座標 =3 ､ また P は④x上 にある
から

Y = 出 × 3
= 49 : ∴ P(

3 ,
49
)

mun



呉
OEFBEODEC において
EF IAB だから
L EFB = 90ー①

ACLDB だから
LDEC = 90 ー ②

①
.
② より

LEFB = LDEC ー ③

DA に 対 する 円周角 は等 しいから
LEBF = LDCE ー ④

③
.
④ より 2組の 角 がそれぞれ等 しいので

j

LEFB ∞ ODEC (証明終わり )

(2 )

① 5
() より 対応 する 辺 の 比 は

.14
_､

⇒

) 等しいから
EE : DE = EB : DC

6
ここで O DE C で 三平方の

1 定理 より
D=√423
-

5
d

“√ 16 +
9

= 25 = 5

よって

EF 資 ② 5 EF= 24 :EF
=



②
ODEC において

X

⑧ L E CD = ∞

Xぺ
LEDC = x

ー

√

⑧ X

と 表 すこととす
～

る
←

ODEC の 内角 の 和 は 1800
⑧

だから
0 + × ナ 90= 180

”

:
: otX = 90mmmn ー ③

AD に 対 する 円周角 より

LACDECDECABE : LABE =m

LEFB においいて
｡ + ∠ BE F + 90= 1800

⇒ ｡ T LBE F = 900
⑦ より LBEF =Xmin
対頂角 は 等 しいから
LDEG = L BE F : :LDEG =Xmmm

また ､ LAEF + X = 90なので ､ ③ より

対頂

AEE =角

は 等しいから
L CEG = LAEF : :CAEF =

mw



ー 5

. したがって
X

x
⑧

OGDE は 底角 が等 しいので
0

√ GD = GE の 二等辺三角形
OGEC は 底角 が 等しいのでで
GE = G C の 二等辺三角形”

よって
GD =GE = GC

だから

GD = GC

ゆえに ､ G は DC の 中点 で DC = 5 cm だから

GD = 5 cm .

GD = GE より ､GE 5m

～


